
第
2
回
中
央
港
湾
団
交
は
、
3
月
15
日
（
水
）
13
時
30
分
よ
り
芝
浦
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
会

議
室
（
東
京
）
で
開
催
さ
れ
た
。

第
1
回
の
組
合
側
の
要
求
提
出
に
対
し
て
業
側
の
回
答
は
、
全
体
的
に
検
討
中
や
「
個
別
対

応
と
考
え
る
」
と
の
無
責
任
な
回
答
に
終
始
し
た
。

組
合
側
の
要
求
に
対
し
て
業

側
は
、
全
体
的
に
個
別
対
応
と

考
え
る
、
対
応
は
困
難
な
ど
の

無
責
任
な
回
答
、
あ
る
い
は
22

春
闘
協
定
よ
り
後
退
す
る
内
容

も
あ
っ
た
。

特
に
「
各
単
組
が
行
っ
て
い

る
賃
上
げ
に
対
し
て
誠
意
を
も

っ
て
回
答
す
る
こ
と
」
の
要
求

項
目
に
対
し
て
、
業
側
は
『
各

会
員
店
社
の
個
別
賃
金
交
渉
が

円
滑
に
進
む
よ
う
日
港
協
は
、

本
年
も
引
き
続
き
適
正
料
金
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て

「
価
格
創
造
の
た
め
の
転
嫁
円

滑
化
政
策
」
を
す
べ
く
船
社
団

体
他
へ
の
文
書
に
よ
る
申
し
入

れ
を
検
討
中
で
あ
る
』
と
し
、

業
界
団
体
と
し
て
の
責
任
の
自

覚
が
欠
如
し
て
い
る
回
答
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

組
合
側
は
、
全
体
と
し
て
再

考
す
る
べ
き
と
の
立
場
か
ら
、

個
々
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
強

調
す
る
な
ど
厳
し
く
追
及
し

た
。
そ
の
う
え
で
、
産
別
労
使

関
係
が
問
わ
れ
て
い
る
独
禁
法

問
題
に
つ
い
て
、
中
労
委
が
日

港
協
の
責
任
あ
る
立
場
の
役
員

と
協
議
す
る
こ
と
、
3
月
27
日

の
事
情
聴
取
に
責
任
者
が
出
席

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
こ
と
に

対
す
る
対
応
に
つ
い
て
質
し
た

が
、
事
情
を
把
握
し
て
い
な
い

と
回
答
し
、
本
件
に
関
し
て
経

営
労
働
委
員
会
と
し
て
無
責
任

と
も
い
え
る
状
況
を
示
し
た
。

そ
し
て
、
業
側
は
、
組
合
側

の
意
見
と
反
論
に
対
し
て
再
考

す
る
と
し
て
次
回
交
渉
を
3
月

28
日
（
火
）
13
時
30
分
に
行
う

こ
と
を
提
案
し
て
き
た
。

組
合
側
は
、
こ
れ
を
了
承
し

て
団
交
を
終
了
し
た
。
（
14
時

40
分
終
了
）

全
国
港
湾
と
港
運
同
盟
は
、

3
月
8
日（
水
）か
ら
9
日（
木
）

に
か
け
て
23
港
湾
産
別
春
闘
の

一
環
と
し
て
、
中
央
行
動
を
中

央
執
行
委
員
な
ら
び
に
各
地
区

港
湾
代
表
の
総
勢
60
名
余
り
の

参
加
で
取
り
組
ん
だ
。

行
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
昨
秋
年
末
の
中

央
行
動
を
踏
襲
し
て
取
り
組
む

事
と
し
て
、
行
政
申
し
入
れ
と

ユ
ー
ザ
ー
要
請
お
よ
び
街
頭
宣

伝
行
動
を
実
施
し
た
。

行
政
申
し
入
れ
と
ユ
ー
ザ
ー

要
請
は
、
参
加
者
全
員
が
3
月

8
日
（
水
）
13
時
30
分
か
ら
国

土
交
通
省
、
15
時
20
分
か
ら
厚

生
労
働
省
と
の
申
し
入
れ
に
臨

み
、回
答
を
行
う
よ
う
求
め
た
。

ま
た
、
当
日
の
16
時
か
ら
は
、

外
国
船
舶
協
会
へ
担
当
3
名
が

要
請
に
む
か
っ
た
。

翌
日
の
3
月
9
日
（
水
）
11

時
か
ら
東
京
新
橋
駅
前
Ｓ
Ｌ
広

場
で
宣
伝
行
動
を
取
り
組
み
、

「
港
湾
ユ
ー
ザ
ー
は
莫
大
な
儲

け
を
港
運
に
還
元
せ
よ
！
」「
港

湾
を
兵
站
基
地
に
す
る
な
！
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
街
頭
演

説
や
ビ
ラ
配
り
な
ど
道
行
く
市

民
に
対
し
、
港
湾
の
現
状
の
理

解
を
訴
え
た
。
ま
た
、
午
後
の

13
時
か
ら
担
当
5
名
が
日
本
貿

易
会
へ
の
要
請
、
14
時
か
ら
経

済
産
業
省
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
と
の
交
渉
を
担
当
12
名
が
行

っ
た
。

街
頭
宣
伝
で
は
、
全
国
港
湾

玉
田
書
記
長
が
司
会
進
行
を
行

い
、
主
催
者
挨
拶
で
全
国
港
湾

真
島
委
員
長
と
港
運
同
盟
日
吉

会
長
は
、
港
湾
労
働
の
お
か
れ

て
い
る
窮
状
と
23
春
闘
で
は
大

幅
賃
上
げ
を
求
め
て
い
る
な

ど
、
挨
拶
を
行
っ
た
。

市
民
へ
の
訴
え
で
は
、
全
国

港
湾
竹
内
委
員
長
代
行
、
鈴
木

副
委
員
長
、
瀬
戸
副
委
員
長
、

遠
藤
副
委
員
長
が
そ
れ
ぞ
れ
、

港
湾
労
働
者
の
賃
金
や
有
事
の

際
の
港
湾
労
働
に
つ
い
て
演
説

を
行
っ
た
。

友
諠
組
合
か
ら
は
、
陸
・
海

・
空
・
港
湾
20
労
組
で
連
帯
し

て
い
る
、
国
土
交
通
省
労
組
の

横
内
副
委
員
長
と
後
藤
書
記

長
、
航
空
連
の
津
恵
事
務
局
長

が
駆
け
付
け
激
励
の
挨
拶
を
行

っ
た
。

行
動
で
は
、
新
橋
駅
頭
で
組

合
旗
、
の
ぼ
り
旗
、
横
断
幕
、

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、
各
々
が

3
5
0
枚
の
ビ
ラ
を
市
民
に
配

布
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
が
国
内

で
初
め
て
確
認

さ
れ
て
か
ら
3

年
が
経
過
し
た

▼
今
年
の
1
月

初
め
に
感
染
者

が
3
千
万
人
、
死
者
は
6
万
人

を
超
え
た
。
特
に
死
者
数
は
昨

年
12
月
初
め
か
ら
の
1
ヶ
月
あ

ま
り
で
1
万
人
も
増
え
る
な

ど
、
終
息
は
見
通
せ
な
い
。
た

だ
、
政
府
は
感
染
拡
大
防
止
と

社
会
経
済
活
動
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
る
と
し
て
、
感
症
法
上
の
位

置
づ
け
を
見
直
す
方
向
だ
▼
新

型
コ
ロ
ナ
は
現
在
、
結
核
な
ど

『
2
類
』以
上
に
厳
し
い
感
染
防

止
措
置
が
と
れ
る『
2
類
相
当
』

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
5
月
の
連
休
明
け
に
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
と
同
じ

『
5
類
』
に
引
き
下
げ
る
。
5

類
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
、
現

在
は
診
察
や
入
院
が
で
き
る
医

療
機
関
が
限
ら
れ
て
い
る
が
、

5
類
に
な
れ
ば
一
般
の
医
療
機

関
で
の
診
察
・
入
院
が
可
能
に

な
る
た
め
、
医
療
の
ひ
っ
迫
が

緩
和
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
感
染
者
や
濃
厚
接

触
者
の
入
院
勧
告
や
行
動
制
限

も
無
く
な
る
な
ど
、
現
在
の
仕

組
み
と
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に

な
る
。
5
類
へ
の
引
き
下
げ
に

よ
る
問
題
点
と
し
て
は
診
察
や

検
査
、
入
院
な
ど
の
費
用
は
保

険
適
用
以
外
の
部
分
が
自
己
負

担
に
な
る
と
、
受
診
控
え
に
よ

る
治
療
の
遅
れ
や
感
染
拡
大
な

ど
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
ワ

ク
チ
ン
の
無
料
接
種
も
ど
う
な

る
か
分
か
ら
な
い
。
マ
ス
ク
着

用
の
有
無
も
個
人
の
判
断
と
す

る
よ
う
だ
が
、
見
直
し
に
は
十

分
な
検
討
が
必
要
だ
と
思
う
。

E-Mail : nfduj@zenkoku-kowan.jp
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春
を
目
指
し
て
ガ
ン
バ
ロ
ー
！

春
を
目
指
し
て
ガ
ン
バ
ロ
ー
！

２３
春
闘
中
央
行
動

２３
春
闘
中
央
行
動

NATIONAL FEDERATION OF DOCKWORKERS UNIONS OF JAPAN
（ZENKOKU‐KOWAN）２０２３年３月１５日 第３６０号

（毎月1回15日発行・平成7年8月18日第三種郵便物認可）

全 国 港 湾 労 働 組 合 連 合 会
〒144-0052 東京都大田区蒲田5‐10‐2

日港福会館1F
電 話：03―3733―2561
ＦＡＸ：03―3733―2627

発行人：玉田雅也
定価：30円（組合費に含む）

〈発 行 所〉


